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NY マーケットレポート（2021 年 1 月 20 日） 
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NY 市場レポート （前日 22 時 00 分～午前 6 時 30 分まで） 
 

主要な米経済指標の結果 

1 月 NAHB 住宅市場指数 83（予想 86・前回 86） 

1 月の米 NAHB 住宅市場指数は、市場予想を下回り、4 ヵ月ぶりの水準に低下した。在庫不足に伴う住宅

価格上昇や、建設費などのコスト上昇を受けて、楽観的な見方が後退したことが示された。一戸建て販

売の現況指数は 90（前月 92）、販売見通し指数は 83（85）、購買見込み客足指数は 68（73）と、いず

れも 2 ヵ月連続の低下となった。 
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ダウ平均は終値、ナスダック S&P は取引時間中、終値の最高値を更新した。 

米株式市場では、バイデン氏が第 46 代米大統領に宣誓就任し、バイデン政権が打ち出している経済対策

に対する期待感を背景に、米主要株価指数は序盤から堅調な動きとなった。ダウ平均株価は 257.86 ドル

高（+0.83％）で終了し、終値ベースでの最高値を 7 営業日ぶりに更新した。一方、ハイテク株中心のナ

スダックは、IT 大手の決算発表を控えて好業績への期待感が高まったことも押し上げ要因となり、260.07

ポイント高（+1.97％）で終了し、取引時間中、終値ベースの最高値を更新して終了した。 
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ユーロ、ポンドはドルや円に対して軟調な動き  

NY 市場では、欧米の主要株価指数が上昇したこと受けて、ドルや円が売られる動きとなり、特に資源国

通貨やオセアニア通貨が堅調な動きとなった。さらに、米 10 年債利回りが 1.119％から 1.085％まで低

下したことも加わり、ドル/円は一時 103.45 まで下落し、1/7 以来の安値を付けた。一方、欧州各国でロ

ックダウンの延長や、規制が強化されていることを受けて、欧州経済の先行き懸念が高まっていること

から、ユーロは欧州時間から軟調な動きが続いた。加えて、翌日に ECB 理事会を控えたポジション調整

の動きも影響したとの指摘もあった。また、カナダ中銀は政策金利の据え置期を発表したものの、経済

見通しで 2022 年の成長率見通しを上方修正したことなどが好感され、ドルや円に対して堅調な動きとな

った。 

 

出所：総合分析チャート 
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